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Case studies about predictive calculations of energy consumption were carried out, using models of an office, a hotel, a 

hospital and a school. Specification examples of buildings and facilities which were suitable for energy conservation 

standards (2013) were clarified. Calculation results that became below the standards and became above the standards were 

shown. The calculations were carried out for models located in Tokyo, Sapporo and Naha. 

 

１．はじめに 

 本報では、BEST 平成 25 年省エネ基準対応ツールによ

る一次エネルギー消費量及びBEIのケーススタディーを

行う。異なる建物及び設備仕様における計算結果を示す

ことにより、計画・設計における目安となる一覧を整理

することを目的とする。 

２．ケーススタディーの概要 

 建物モデルは、事務所、ホテル、病院、学校の4つと

し、札幌・東京・那覇の3つの立地条件の場合について

計算を行う。各建物モデルの概要を表1に、各建物モデ

ルの平面図を図1に示す。また、各建物モデルにおける

ケーススタディー条件を表2に示す。事務所モデルにつ

いては、中央熱源を伴うものを事務所Aモデル、個別分

散熱源を伴うものを事務所Bモデルとした。モデル5種

×3地域×5レベル の計75ケースの計算を実施した。 

ケーススタディー条件における5つのレベル設定につ

いては、本ツールの「基準一次エネルギー消費量を計算

するための標準仕様条件」に基づいて仕様を定めたもの

をレベル 3 とし、それよりも省エネ型の仕様をレベル 4

及び5、非省エネ型の仕様をレベル1及び2とした。 

事務所モデル ホテルモデル 病院モデル 学校モデル

延べ面積 約10,000㎡ 約10,000㎡ 約20,000㎡ 約20,000㎡

代表階面積 基準階：約1,500㎡
1階：約1,900㎡

2～7階：約1,300㎡

地下1～2階：約4,300㎡
3～6階（病棟）：約1,600㎡

7階：約800㎡
1階：7,200㎡

階数 地上７階 地下無し 地上７階 地下無し 地上７階 地下1階 地上4階　地下無し
階高 4.0m 3.8m 病棟4.0m　その他5.0m 教室：4.2m

天井高 2.6m 2.6m 病棟2.6m 教室：3.0m

備考
代表階（基準階）面積に対する事

務室面積の比率：約75%
シングル客室：144室
ツイン客室：120室

病棟192床 高等学校

表1．各建物モデルの概要 

 基準階(2F‐6F)

1F

1F

図1．各建物モデルの平面図（フロア入力画面） 

事務所モデル ホテルモデル 学校モデル 病院モデル 
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表2．ケーススタディー条件 

レベル1 レベル2 レベル3（BEST基準相当） レベル4 レベル5
（札幌）スチレン25ｍｍ
（東京）断熱無し

（札幌）スチレン50ｍｍ

（東京）スチレン25mm

（札幌）スチレン50ｍｍ
（東京）スチレン25mm

（札幌）スチレン50ｍｍ

（東京）スチレン25mm

（札幌）スチレン50ｍｍ

（東京）スチレン25mm

（那覇）断熱無し （那覇）断熱無し （那覇）断熱無し （那覇）断熱無し （那覇）断熱無し

窓仕様
（札幌）複層 空気層6mm

（東京）透明ﾌﾛｰﾄ 8mm

（那覇）透明ﾌﾛｰﾄ 8mm

（札幌）複層 空気層6mm

（東京）透明ﾌﾛｰﾄ 8mm

（那覇）透明ﾌﾛｰﾄ 8mm

（札幌）複層 空気層6mm
（東京）透明ﾌﾛｰﾄ 8mm
（那覇）透明ﾌﾛｰﾄ 8mm

（札幌）複層 空気層6mm

（東京）透明ﾌﾛｰﾄ 8mm

（那覇）透明ﾌﾛｰﾄ 8mm

（札幌）複層 空気層6mm

（東京）透明ﾌﾛｰﾄ 8mm

（那覇）透明ﾌﾛｰﾄ 8mm

窓面積率 40% 40% 40% 40% 40%

空気熱源ヒートポンプチラー 空気熱源ヒートポンプチラー 空気熱源ヒートポンプチラー 空気熱源ヒートポンプチラー 空気熱源ヒートポンプチラー

　（スクロール式） 　（スクロール式） 　（スクロール式） 　（スクロール式） 　（スクロール式）

　　COP：冷房：2.50　暖房：2.70 　　COP：冷房：2.50　暖房：2.70 　　COP：冷房：3.24　暖房：3.42 　　COP：冷房：3.24　暖房：3.42 　　COP：冷房：3.5　暖房：3.7
送水温度差5℃ 送水温度差7℃ 送水温度差7℃ 送水温度差7℃ 送水温度差7℃

空調機CAV、外気冷房無し 空調機CAV、外気冷房無し 空調機CAV、外気冷房無し 空調機VAV、外気冷房有り 空調機VAV、外気冷房有り
外気導入：全熱交換器無し 外気導入：全熱交換器無し 外気導入：全熱交換器無し 外気導入：全熱交換器無し 外気導入：全熱交換器有り
二次ポンプ：台数制御・インバータ 二次ポンプ：台数制御・インバータ 二次ポンプ：台数制御・インバータ 二次ポンプ：台数制御・インバータ 二次ポンプ：台数制御・インバータ

事務室　20W/㎡相当 事務室　16.3W/㎡相当 事務室　16.3W/㎡相当 事務室　9W/㎡相当 事務室　9W/㎡相当
省エネ制御無し 省エネ制御無し 省エネ制御無し 省エネ制御無し 昼光利用制御・在室検知制御
標準電動機 標準電動機 標準電動機 標準電動機 高効率電動機
省エネ制御無し 省エネ制御無し 省エネ制御無し 省エネ制御無し インバーター制御

給湯 電気温水器（一次COP：0.37） 電気温水器（一次COP：0.37） 電気温水器（一次COP：0.37） 電気温水器（一次COP：0.37） 電気温水器（一次COP：0.37）

昇降機 VVVF制御 VVVF制御 VVVF制御 VVVF制御 VVVF制御・電力回生

レベル1 レベル2 レベル3（BEST基準相当） レベル4 レベル5
（札幌）スチレン25ｍｍ
（東京）断熱無し

（札幌）スチレン50ｍｍ

（東京）スチレン25mm

（札幌）スチレン50ｍｍ
（東京）スチレン25mm

（札幌）スチレン50ｍｍ

（東京）スチレン25mm

（札幌）スチレン50ｍｍ

（東京）スチレン25mm

（那覇）断熱無し （那覇）断熱無し （那覇）断熱無し （那覇）断熱無し （那覇）断熱無し

窓仕様
（札幌）複層 空気層6mm
（東京）透明ﾌﾛｰﾄ 8mm

（那覇）透明ﾌﾛｰﾄ 8mm

（札幌）複層 空気層6mm
（東京）透明ﾌﾛｰﾄ 8mm

（那覇）透明ﾌﾛｰﾄ 8mm

（札幌）複層 空気層6mm
（東京）透明ﾌﾛｰﾄ 8mm
（那覇）透明ﾌﾛｰﾄ 8mm

（札幌）複層 空気層6mm
（東京）透明ﾌﾛｰﾄ 8mm

（那覇）透明ﾌﾛｰﾄ 8mm

（札幌）複層 空気層6mm
（東京）透明ﾌﾛｰﾄ 8mm

（那覇）透明ﾌﾛｰﾄ 8mm

窓面積率 40% 40% 40% 40% 40%

電気式ビル用マルチ型エアコン 電気式ビル用マルチ型エアコン 電気式ビル用マルチ型エアコン 電気式ビル用マルチ型エアコン 電気式ビル用マルチ型エアコン

　（冷暖切替） 　（冷暖切替） 　（冷暖切替） 　（冷暖切替） 　（冷暖切替）

　　COP：冷房：2.8　暖房：3.0 　　COP：冷房：2.8　暖房：3.0 　　COP：冷房：3.0　暖房：3.5 　　COP：冷房：3.0　暖房：3.5 　　COP：冷房：3.5　暖房：4.0
外気導入：全熱交換器 外気導入：全熱交換器 外気導入：全熱交換器 外気導入：全熱交換器 外気導入：全熱交換器

事務室　20W/㎡相当 事務室　16.3W/㎡相当 事務室　16.3W/㎡相当 事務室　9W/㎡相当 事務室　9W/㎡相当
省エネ制御無し 省エネ制御無し 省エネ制御無し 省エネ制御無し 昼光利用制御・在室検知制御
標準電動機 標準電動機 標準電動機 標準電動機 高効率電動機
省エネ制御無し 省エネ制御無し 省エネ制御無し 省エネ制御無し インバーター制御

給湯 電気温水器（一次COP：0.37） 電気温水器（一次COP：0.37） 電気温水器（一次COP：0.37） 電気温水器（一次COP：0.37） 電気温水器（一次COP：0.37）

昇降機 VVVF制御 VVVF制御 VVVF制御 VVVF制御 VVVF制御・電力回生

レベル1 レベル2 レベル3（BEST基準相当） レベル4 レベル5
（札幌）スチレン25ｍｍ
（東京）断熱無し

（札幌）スチレン50ｍｍ

（東京）スチレン25mm

（札幌）スチレン50ｍｍ
（東京）スチレン25mm

（札幌）スチレン50ｍｍ

（東京）スチレン25mm

（札幌）スチレン50ｍｍ

（東京）スチレン25mm

（那覇）断熱無し （那覇）断熱無し （那覇）断熱無し （那覇）断熱無し （那覇）断熱無し

窓仕様
（札幌）複層 空気層6mm

（東京）透明ﾌﾛｰﾄ 8mm

（那覇）透明ﾌﾛｰﾄ 8mm

（札幌）複層 空気層6mm

（東京）透明ﾌﾛｰﾄ 8mm

（那覇）透明ﾌﾛｰﾄ 8mm

（札幌）複層 空気層6mm
（東京）透明ﾌﾛｰﾄ 8mm
（那覇）透明ﾌﾛｰﾄ 8mm

（札幌）複層 空気層6mm

（東京）透明ﾌﾛｰﾄ 8mm

（那覇）透明ﾌﾛｰﾄ 8mm

（札幌）複層 空気層6mm

（東京）透明ﾌﾛｰﾄ 8mm

（那覇）透明ﾌﾛｰﾄ 8mm

窓面積率 20% 20% 20% 20% 20%

空気熱源ヒートポンプチラー 空気熱源ヒートポンプチラー 空気熱源ヒートポンプチラー 空気熱源ヒートポンプチラー 空気熱源ヒートポンプチラー

　（スクロール式） 　（スクロール式） 　（スクロール式） 　（スクロール式） 　（スクロール式）

　　COP：冷房：2.50　暖房：2.70 　　COP：冷房：2.50　暖房：2.70 　　COP：冷房：3.24　暖房：3.42 　　COP：冷房：3.24　暖房：3.42 　　COP：冷房：3.5　暖房：3.7
送水温度差5℃ 送水温度差7℃ 送水温度差7℃ 送水温度差7℃ 送水温度差7℃

外調機＋FCU、外気冷房無し 外調機＋FCU、外気冷房無し 外調機＋FCU、外気冷房無し 外調機＋FCU、外気冷房無し 外調機＋FCU、外気冷房無し

外気導入：全熱交換器無し 外気導入：全熱交換器無し 外気導入：全熱交換器無し 外気導入：全熱交換器無し 外気導入：全熱交換器有り
二次ポンプ：台数制御・インバータ 二次ポンプ：台数制御・インバータ 二次ポンプ：台数制御・インバータ 二次ポンプ：台数制御・インバータ 二次ポンプ：台数制御・インバータ

客室　15W/㎡相当 客室　10.8W/㎡相当 客室　10.8W/㎡相当 客室　7W/㎡相当 客室　7W/㎡相当
省エネ制御無し 省エネ制御無し 省エネ制御無し 省エネ制御無し 省エネ制御無し

標準電動機 標準電動機 標準電動機 高効率電動機 高効率電動機
省エネ制御無し 省エネ制御無し 省エネ制御無し インバーター制御 インバーター制御
ガスボイラー（一次COP：0.75）主体 ガスボイラー（一次COP：0.8）主体 ガスボイラー（一次COP：0.8）主体 ガスボイラー（一次COP：0.8）主体 ガスボイラー（一次COP：0.85）主体
配管保温仕様2 配管保温仕様2 配管保温仕様2 配管保温仕様2 配管保温仕様2

一部電気温水器（一次COP：0.37） 一部電気温水器（一次COP：0.37） 一部電気温水器（一次COP：0.37） 一部電気温水器（一次COP：0.37） 一部電気温水器（一次COP：0.37）

昇降機 VVVF制御 VVVF制御 VVVF制御 VVVF制御 VVVF制御・電力回生

レベル1 レベル2 レベル3（BEST基準相当） レベル4 レベル5
（札幌）スチレン25ｍｍ
（東京）断熱無し

（札幌）スチレン50ｍｍ

（東京）スチレン25mm

（札幌）スチレン50ｍｍ
（東京）スチレン25mm

（札幌）スチレン50ｍｍ

（東京）スチレン25mm

（札幌）スチレン50ｍｍ

（東京）スチレン25mm

（那覇）断熱無し （那覇）断熱無し （那覇）断熱無し （那覇）断熱無し （那覇）断熱無し

窓仕様
（札幌）複層 空気層6mm

（東京）透明ﾌﾛｰﾄ 8mm

（那覇）透明ﾌﾛｰﾄ 8mm

（札幌）複層 空気層6mm

（東京）透明ﾌﾛｰﾄ 8mm

（那覇）透明ﾌﾛｰﾄ 8mm

（札幌）複層 空気層6mm
（東京）透明ﾌﾛｰﾄ 8mm
（那覇）透明ﾌﾛｰﾄ 8mm

（札幌）複層 空気層6mm

（東京）透明ﾌﾛｰﾄ 8mm

（那覇）透明ﾌﾛｰﾄ 8mm

（札幌）複層 空気層6mm

（東京）透明ﾌﾛｰﾄ 8mm

（那覇）透明ﾌﾛｰﾄ 8mm

窓面積率 25% 25% 25% 25% 25%

ガス焚吸収式冷温水発生機 ガス焚吸収式冷温水発生機 ガス焚吸収式冷温水発生機 ガス焚吸収式冷温水発生機 ガス焚吸収式冷温水発生機

　　COP：冷房：1.0　暖房：0.7 　　COP：冷房：1.0　暖房：0.7 　　COP：冷房：1.1　暖房：0.8 　　COP：冷房：1.1　暖房：0.8 　　COP：冷房：1.2　暖房：0.9
送水温度差5℃ 送水温度差7℃ 送水温度差7℃ 送水温度差7℃ 送水温度差7℃

外調機＋FCU、外気冷房無し 外調機＋FCU、外気冷房無し 外調機＋FCU、外気冷房無し 外調機＋FCU、外気冷房無し 外調機＋FCU、外気冷房無し

外気導入：全熱交換器無し 外気導入：全熱交換器無し 外気導入：全熱交換器無し 外気導入：全熱交換器無し 外気導入：全熱交換器有り
二次ポンプ：台数制御・インバータ 二次ポンプ：台数制御・インバータ 二次ポンプ：台数制御・インバータ 二次ポンプ：台数制御・インバータ 二次ポンプ：台数制御・インバータ

診察室　20W/㎡相当 診察室　16.3W/㎡相当 診察室　16.3W/㎡相当 診察室　9W/㎡相当 診察室　9W/㎡相当
病室　15W/㎡相当 病室　10.3W/㎡相当 病室　10.3W/㎡相当 病室　6W/㎡相当 病室　6W/㎡相当
省エネ制御無し 省エネ制御無し 省エネ制御無し 省エネ制御無し 省エネ制御無し

標準電動機 標準電動機 標準電動機 高効率電動機 高効率電動機
省エネ制御無し 省エネ制御無し 省エネ制御無し インバーター制御 インバーター制御
ガスボイラー（一次COP：0.75）主体 ガスボイラー（一次COP：0.8） ガスボイラー（一次COP：0.8） ガスボイラー（一次COP：0.8） ガスボイラー（一次COP：0.85）主体
配管保温仕様2 配管保温仕様2 配管保温仕様2 配管保温仕様2 配管保温仕様2

昇降機 VVVF制御 VVVF制御 VVVF制御 VVVF制御 VVVF制御・電力回生

レベル1 レベル2 レベル3（BEST基準相当） レベル4 レベル5
（札幌）スチレン25ｍｍ
（東京）断熱無し

（札幌）スチレン50ｍｍ（一部25mm）

（東京）スチレン25mm

（札幌）スチレン50ｍｍ（一部25mm）
（東京）スチレン25mm

（札幌）スチレン50ｍｍ（一部25mm）

（東京）スチレン25mm

（札幌）スチレン50ｍｍ（一部25mm）

（東京）スチレン25mm

（那覇）断熱無し （那覇）断熱無し （那覇）断熱無し （那覇）断熱無し （那覇）断熱無し

窓仕様
（札幌）複層 空気層6mm

（東京）透明ﾌﾛｰﾄ 5mm

（那覇）透明ﾌﾛｰﾄ 5mm

（札幌）複層 空気層6mm

（東京）透明ﾌﾛｰﾄ 5mm

（那覇）透明ﾌﾛｰﾄ 5mm

（札幌）複層 空気層6mm
（東京）透明ﾌﾛｰﾄ 5mm
（那覇）透明ﾌﾛｰﾄ 5mm

（札幌）複層 空気層6mm

（東京）透明ﾌﾛｰﾄ 5mm

（那覇）透明ﾌﾛｰﾄ 5mm

（札幌）複層 空気層6mm

（東京）透明ﾌﾛｰﾄ 5mm

（那覇）透明ﾌﾛｰﾄ 5mm

窓面積率 30% 30% 30% 30% 30%

ガス式ビル用マルチ型エアコン主体 ガス式ビル用マルチ型エアコン主体 ガス式ビル用マルチ型エアコン主体 ガス式ビル用マルチ型エアコン主体 ガス式ビル用マルチ型エアコン主体

　（冷暖切替） 　（冷暖切替） 　（冷暖切替） 　（冷暖切替） 　（冷暖切替）

　　COP：冷房：1.1　暖房：1.1 　　COP：冷房：1.1　暖房：1.1 　　COP：冷房：1.3　暖房：1.3 　　COP：冷房：1.3　暖房：1.3 　　COP：冷房：1.4　暖房：1.4
一部ウォールスルーエアコン 一部ウォールスルーエアコン 一部ウォールスルーエアコン 一部ウォールスルーエアコン 一部ウォールスルーエアコン

　　COP：冷房：2.5　暖房：3.0 　　COP：冷房：3.0　暖房：3.5 　　COP：冷房：3.0　暖房：3.5 　　COP：冷房：3.0　暖房：3.5 　　COP：冷房：3.0　暖房：3.5

外気導入：全熱交換器 外気導入：全熱交換器 外気導入：全熱交換器 外気導入：全熱交換器 外気導入：全熱交換器

教室　15W/㎡相当 教室　11.5W/㎡相当 教室　11.5W/㎡相当 教室　7W/㎡相当 教室　7W/㎡相当
省エネ制御無し 省エネ制御無し 省エネ制御無し 省エネ制御無し 昼光利用制御
標準電動機 標準電動機 標準電動機 高効率電動機 高効率電動機
省エネ制御無し 省エネ制御無し 省エネ制御無し インバーター制御 インバーター制御
ガス給湯器（一次COP：0.8）主体 ガス給湯器（一次COP：0.8）主体 ガス給湯器（一次COP：0.8）主体 ガス給湯器（一次COP：0.8）主体 ガス給湯器（一次COP：0.8）主体

一部電気温水器（一次COP：0.37） 一部電気温水器（一次COP：0.37） 一部電気温水器（一次COP：0.37） 一部電気温水器（一次COP：0.37） 一部電気温水器（一次COP：0.37）

昇降機 VVVF制御 VVVF制御 VVVF制御 VVVF制御 VVVF制御・電力回生
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図2．計算結果 
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３．ケーススタディー結果 

3.1 計算結果 

計算結果を図2に示す。標準仕様条件に基づいて仕様

を定めたレベル3は、BEIがほぼ1.00となっている。 

3.2 事務所Aモデル（中央熱源） 

一次エネルギー消費量の内訳については、多くの実績

調査結果と一致して、空調及び照明エネルギーの割合が

大きく、これらの設備について省エネ対策を施すことが

有効であることが判る。空調機VAV 及び外気冷房を採用

したレベル 4 にて、東京では設計空調エネルギーは基準

空調エネルギーの 70％減（245MJ/㎡・年÷812MJ/㎡・年

→30％（70％減））となっており、これらの手法の効果が

大きいことが判る。本試算では外気冷房の仕様は、外気

冷房運転時には空調機風量全量の外気取入れ（事務室面

積あたり約 20 ㎥/h の外気取入れ）が可能と想定して試

算した。事務所空調の設計においては、外気取入れダク

トのルートやスペース等の制約から、外気冷房運転時の

最大風量が制限されることが多く、その場合には効果が

減ぜられることとなる。 

3.3 事務所Bモデル（個別分散熱源） 

 ビル用マルチエアコン屋外機の COP 向上、LED 等省

エネ型照明器具及び制御の導入、換気設備・昇降機設備

にも省エネ対策を施したレベル 5 において BEI（＝建物

全体の設計一次エネルギー消費量÷建物全体の基準一

次エネルギー消費量）は、0.78～0.80 となった。ビル用

マルチエアコンが採用された事務所B モデルでは、セン

トラル熱源が採用された事務所A モデルに比べて、採用

しやすい省エネ手法が少ない傾向となることが多く、

BEI を大きく低減させるには、より多くの工夫と努力が

必要と考えられる。 

3.4 ホテルモデル 

 他のモデルに比べて給湯エネルギーの割合が大きい結

果となった。また、給湯基準エネルギーは、札幌では那

覇より 39％大きな値となっており（594MJ/㎡・年÷

427MJ/㎡・年→1.39 倍）、寒冷地においては、特に給湯

設備の省エネ対策が有効と考えらえる。 

3.5 病院モデル 

建物全体の一次エネルギー消費量のうち空調エネルギ

ーの割合が大きい結果となった。しかし、本検討モデル

で採用されている外調機＋FCU の空調システムにおい

ては、採用しやすい省エネ手法が比較的少なく、本ケー

ススタディーにおいては熱源 COP 向上と全熱交換器を

採用したレベル 5 においても、東京にて設計空調エネル

ギーは基準空調エネルギーの 4％減（995MJ/㎡・年÷

1,039MJ/㎡・年→96％（4％減））にとどまった。 

3.6 学校モデル 

 他のモデルに比べて換気エネルギーの割合が大きく、

換気送風機のインバーター化や省エネ制御が有効と考え

られる。これらを採用したレベル 4 にて、設計換気エネ

ルギーは基準換気エネルギーの 47％減（46MJ/㎡・年÷

87MJ/㎡・年→53％（47％減））となった。このことは、

東京ではBEI を 0.05 程度低減することに相当する。 

LED等省エネ型照明器具を採用したレベル4において、

設計照明エネルギーが基準照明エネルギーの 4％減

（206MJ/㎡・年÷215MJ/㎡・年→96％（4％減））にとど

まり、比較的小さめである理由は、教室のみに省エネ型

照明器具を採用することを想定した計算としたためであ

ることに注意を要する（教室の床面積は、延べ面積の約

15％）。 

４．まとめ 

BEST 平成 25 年省エネ基準対応ツールを用いた設計及

び基準一次エネルギー消費量とBEIのケーススタディー

を実施した。平成25年省エネルギー基準の水準同等であ

る 基準相当ケース、それよりも省エネ型仕様のケース、

及び、それよりも非省エネ型仕様のケースについて計算

を行い、各々の仕様と計算結果を一覧に整理した。各仕

様の場合の設計及び基準一次エネルギー消費量とBEIが

整理されたことにより、計画・設計における参考として

利用できるものと考える。 
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